
東京ＤＭＡＴ標準資器材

（麻薬・麻薬に準ずる医薬品の確認）

資料６



１ 麻薬・麻薬に準ずる医薬品一覧 （※品名、主な適応症例は各薬品の添付文書情報を記載）

№ 品名（成分名・規格） 主な適応症例 法規制 現場での使用回数

１ ドルミカム
（ミタゾラム・5㎎/1㎖）

・麻酔前投薬
・全身麻酔
・鎮静

第三種向精神病薬
（麻薬及び向精神薬取締法）

・平成30年度 １件
・令和元年度 １件

２ ケタラール
（塩酸ケタミン・5％250mg/5ml）

・全身麻酔
・吸入麻酔の導入

麻薬
（麻薬及び向精神薬取締法）

・平成30年度 １件
・令和元年度 ２件

３ ソセゴン
（ペンタゾシン・15㎎/1ml）

・鎮痛
・麻酔前投薬

第二種向精神病薬
（麻薬及び向精神薬取締法）

・平成30年度 １件
・令和元年度 ２件

４ マスキュラックス
（臭化ベクロニウム・４ｍｇ）

・麻酔時の筋弛緩
・挿管時の筋弛緩

薬事法
・平成30年度 ０件
・令和元年度 ０件

５ ホリゾン
（ジアゼパム・10㎎/2ｍｌ）

・神経症
・不安興奮の軽減
・痙攣抑制

第三種向精神病薬
（麻薬及び向精神薬取締法）

・平成30年度 ０件
・令和元年度 ０件

６ ラボナール
（チアミラールＮａ・0.3ｇ/5Ａ）

・全身麻酔
・痙攣抑制
・短時間麻酔

薬事法
・平成30年度 ０件
・令和元年度 ０件

７ ディプリバン
（プロポフォール・50ｍｌ）

・全身麻酔の導入
・人工呼吸時の鎮静

薬事法
・平成30年度 ０件
・令和元年度 ０件
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２ 実際の使用症例

№ 品名（商品名・規格） 発生日 症例（活動記録書から抜粋）

１ ドルミカム
（ミタゾラム・5㎎/1㎖）

①平成30年7月
建設中ビルの火災により、避難した作業員。呼吸困難と嗄声があり、酸素
飽和度も８０％台後半に低下していたことから、気管挿管を判断。気管挿
管時に使用した。

②令和元年11月
踏切内において、電車と人が衝突し受傷したもの。鼻出血による気道閉塞。
気管挿管が必要と判断し、気管挿管時にケタミンとの併用により使用した。

２ ケタラール
（塩酸ケタミン・5％250mg/5ml）

③平成30年8月
ラーメン店にて、従業員が製麺機に右上肢を挟まれたもの。金属製の突起
が右手背部に食い込んでいたが、活動性の出血は無く、救急搬送中の救急
車内において、疼痛コントロール目的で使用した。

④令和元年５月
駅の軌道敷内において、電車と人が衝突し受傷したもの。呼びかけに応答
ないが、呼吸有、総頸動脈蝕知。静脈路確保後に、不穏が認められたため、
使用した。

⑤令和元年11月
踏切内において、電車と人が衝突し受傷したもの。鼻出血による気道閉塞。
気管挿管が必要と判断し、気管挿管時にドルミカムとの併用により使用し
た。（②ドルミカム使用事案と同症例）

３ ソセゴン
（ペンタゾシン・15㎎/1ml）

⑥平成30年11月
高速道路上にて、軽トラックと乗用車の交通事故により、軽トラック運転
手が車内で挟まれたもの。右下肢及び骨盤骨折が強く疑われたため、救急
搬送中の救急車内において、右下肢の疼痛を軽減するため使用した。

⑦令和元年6月
駅の工事現場において、約1.5ｍの深さの穴に転落したもの。救出後のバイ
タルサイン異常なし、胸背部痛あり。生理食塩水で静脈路確保後、側管か
ら使用した。

⑧令和元年6月
重機により家屋の解体作業中に、重機がバランスを崩し転倒。下肢が重機
に挟まれたもの。消防隊より救出までに１５分以上かかるとの情報あり、
すでに救急隊により静脈路確保済みであったため、側管から使用した。 2



３－１ 東京DMAT標準資器材（医薬品）
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３－２ 東京DMAT標準資器材（医薬品）
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３－３ 東京DMAT標準資器材（医薬品）

５


